
私は台東区にある浜田クリニックの精神科医師です。今回、
年末年始という医療福祉が過疎状況になる時期に緊急訪問看
護をお願いして、頻回の訪問で何とか危機状況を切り抜けた
経験をしました。その話を紹介します。
Aさん（60代）は、入院することなく30年近く当院に通院

してきた方でした。これまでは父が生活上の援助をしたり、
仕事も家業を一緒に行ったりして、キーパーソンとして支え
ていましたが、その父が怪我で歩けなくなり、Aさんが高齢
の父の世話を始めました。それまでにも時折混乱した思考を
示して理解が困難になることもありましたが、周囲の支えや
内服治療で、程なく回復していました。ところが今回は違い
ました。父のヘルパーに、「世話は自分がする」といい、積
極的で活動的になったものの、まとまりを欠く行動が増え出
しました。そうした中で、行き詰まりもあったのか、ヘルパ
ーの前で父に粗暴な行動を取り、調理用の包丁で危険な振る
舞いをし、ケアマネは「これは虐待である」と判断し区役所
に通報しました。区役所は、Aさんに行き先は伝えず、両親
を緊急ショートへ保護しました。その後、Aさんは両親が行

方不明である、死んだのか等と語り、状
況が理解できませんでした。
2週間後にショートが終了して「急に」

両親が帰宅したところ、Aさんはまた粗暴な行動を取りまし
た。今度は措置で両親を特養に収容し、その後保健所、高齢
福祉課、ご家族と私との話し合いがもたれました。両親を帰
宅させるためにも今の病状ならばAさんを入院させてはどう
かという意見も出ました。
しかし、Aさんのこれまでの経過、両親との関係など確認

して、内服がきちんとできると思考もまとまりを取り戻すこ
とを確認ののち、訪問看護で服薬確認をしてもらうことにし
ました。それが年末押し迫って、同時往診して訪問看護師を
紹介して、休み中も訪問看護で服薬を確実にしたら年明けか
ら落ち着きが見られるようになりました。
訪問看護や介護で訪問するとその家族にそれまで分からな

かった障害を抱えた家族がいて、長い間ひっそりと暮らして
きたものの、それが虐待と判断されるような状況であったと
いうことはよく伺います。こうした時に家族間の相互理解と
それまでの家族関係と生活方法を踏まえた判断が求められる
だろうと思います。こうした時にAさんのケースのように、
緊急ショートよりも緊急訪問看護が唯一可能な対処方法でし
ょう。まだまだ精神訪問看護の有効性や、効果の確実性を解
ってもらうのには時間が必要かもしれませんが、効果が大き
いだけに期待するところも大です。

立て替えられた歌舞伎座
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は
じめまして、東京リハビリ訪問看護ステーションです。
このたび、ダーツの旅に執筆の機会をいただき、有り難

うございます。

私
たちのステーションは、東京多摩地区の東端に位置する
三鷹市、JR中央線三鷹駅の駅前にあります。近隣には、

「となりのトトロ」「千と千尋の神隠し」などで有名なスタジオ
ジブリの三鷹の森ジブリ美術館や山本有三記念館、太宰治文学
サロンなど様々な文化施設があり、また、市域には緑豊かな自
然が存在する公園都市でもあります。天気の良い日は、町並み
や自然の豊かさに心を癒されています。

当
ステーションは、2010年8月に法人設立し、同年12月
に東京リハビリ訪問看護ステーションとして開設しまし

た。開設当初は、看護師3名（内非常勤1名）、作業療法士3名
のスタッフでスタートでしたが、現在は看護師6名、理学療法
士26名、作業療法士21名、言語聴覚士9名、事務員7名の計
69名です。人数構成からも分かるように、当ステーションはリ
ハビリに特化した訪問看護ステーションです。『必要とされる利
用者様のもとにお伺いする』をモットーに、サービス提供エリ
アは、東多摩地区を中心として広域に展開しています。ご利用

者様の居住地域は、三鷹
市・武蔵野市・練馬区が多
いのですが、それ以外にも板橋区や豊島区など、サービス提供
エリア外にお住まいの方にもご利用いただいております。昨年
の11月には、より
地域に密着した事
業所を目指し、墨
田区にサテライト
東を設置しました。
現在、墨田区・江
東区を中心に訪問
看護、リハビリを
提供しております。

私
たちは看護と
リハビリの協動

により、ご利用者様の在宅生活を支えることができ
ればと、日々訪問に励んでいます。看護師と療法
士が互いに情報をつなぐことで利用者様が良い
方向に進み、家族様やケアマネージャー様から、

『歩いて受診に行けました。』『笑
顔でお話しされています。』など
のお言葉をいただいた時は、訪
問をしていて良かったなと感じま
す。これから迎える超高齢社会の
問題など、在宅でのニーズは不可欠に
なります。私たちはこの問題に少しでも
対応出来るよう精進して参りたいと思います。

一
緒に在宅生活を支えませんか？在宅での楽
しみを共有しましょう。

三鷹市指定有形文化財の山本有三記念館

スタジオジブリの世界を体感できるスポット
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ス
テーションの周辺：JR渋谷駅から都の学バスに乗ると青
山学院、国学院、東京女学館、聖心女子大等の学校を経

て、高台にある終点の日本赤十字社医療センターに到着します。
病院はフォレスト広尾というマンションと隣り合わせる形で存
在し、裏側には広尾ガーデンヒルズ、外苑西通り方面に進むと
東京メトロ広尾駅があります。駅周辺には広尾商店街を中心と
したショッピングゾーンやレストランがあり、少し足を延ばせ
ば有栖川公園と緑に囲まれた気持ちのいい空間にも恵まれてい
ます。私たちのステーションは医療センター2階に事務所が有
ります。

名
前由来：訪問看護開設準備段階でこの地域に根ざしてい
けるよう、日赤と広尾をドッキングさせる名称への意見
が多くあり検討委員会で決定しました。

ス
テーションの特徴：訪問看護ステーションは開設から5
年が経過し、少しずつ利用者が増え現在は130名程度で、

スタッフは看護師8名と事務員1名、病院内のPTが1名兼務し
ています。病院2階にはステーションの他、外来部門と総合医
療相談室・医療連携室があり、地域の皆様と病院を橋渡しして
います。訪問看護も、その中で病院の看護師としての退院調整
機能や医療連携を行っています。病院内には緩和ケアチーム、
CAPDメンバーやリンパドレナージなどの各スペシャリスト、
がん専門・WOC・糖尿病・摂食嚥下等々のCN・CNSが多く存
在し私たち訪問看護師もその力を借りて活動しています。病院
併設の訪問看護である事から医療依存度が高い利用者、入退院
を繰り返す病態など、緊急での支援も多くなっています。スタ
ッフは訪問看護認定看護師、呼吸療法士等資格を持っているも
の、循環器・小児・救急・神経難病・精神・緩和ケアなど様々
な病棟勤務経験をしている人がおり、幅広い知識で専門性を活
かした看護展開を目指しています。活動範囲は病院より約2km
圏内を標準としているものの、必要性が有れば少し遠くまで訪
問しています。

私
たちは赤十字の看護師としての誇りを持ち、その基本理
念に沿った訪問看護をとおして地域のみなさまに貢献し、

この街に生まれて良かった、安心して終末期を迎えられる、こ
こに日赤の訪問看護があってよかったと思われるような街づく
りを目標に、チームの総和で在宅
療養を支えていきたいと願ってい
ます。

日本赤十字社医療センターの外観
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今回の『そわにえ』は、いつもと
趣向を変えて『加算の大特集』にし
てみました。いかがでしたか？
介護保険がはじまり、何回かの改

正がありいろんな加算が増えました。その都度その加算の
意味や、どうしたら加算が取れるか研修会に参加するなど、
業務の一つとなっている感じです。通常の業務に加えての
ことであり負担も大きく、もっとシンプルに出来ないのか
と思っている中での今回のアンケート、たくさんの回答が
あり、みなさんの関心が高いことがわかりました。まだま
だ理解していないところがありますが、面倒がらずに対価
としての加算はとらなければと思います。
さあ、いよいよ夏がやってきます。毎度のことですが暑

さに負けず元気に頑張りましょう。
（あゆむ訪問看護ステーション　森元圭子）

平成24年度の協議会は「災害プロジェクト」
「勇美記念財団の助成金を受けての研究活動」「訪
問看護ステーション協議会関東ブロック会」等々
アクティブに活動しました。ここでは、関東ブロ
ック会のご紹介をいたします。

平成25年1月25日、群馬県、東京都、千葉県、埼玉県、
神奈川県、茨城県、栃木県に加え、長野県、山梨県、新潟県
の関東甲信越地域の協議会代表が群馬県に集合。各県の課題
や取り組みについて情報交換をしました。訪問看護ステーシ
ョンの数が少ない県は加入率がとても高く、運営するための
費用もかかるので会費も高め。事務局は看護協会だったり医
師会だったり････。県からの助成金による活動をしているとこ
ろもあります。話題はやはり「災害」についてでした。東京
が震災で動けなくなったら、隣の埼玉県や神奈川県の協議会
が支援をしてくれる････。そんな協議会同士の輪ができたらす
ごいですよね。今後も継続して話し合いを続けていきます。
「新潟県の訪問看護の朝は雪かきから始まる」とか「アラ奇
遇～同じ看護学校？」楽しい話がたくさんあり、豪快な訪問
看護師たちの笑い声の中、群馬県を後にしました。
4月24日には平成25年度の総会が行われました。今年度は、

基本方針を明確にした上で事業計画を策定いたしました。ま
た、会則の見直し変更やブロック会の名称変更などもありま
した。超高齢社会の在宅医療の要は訪問看護です。皆さん元
気に楽しく大好きな訪問看護をいたしましょう。

（野村訪問看護ステーション　家崎芳恵）


